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 30年近くに亘り職業外交官として勤める。特に1998年から2000年まで福岡にて勤務する中で、日本語を学び、
日本の人々と縁を結ぶようになったことを個人的に非常に意味深いことと考えている。 
 今年5月末、13年ぶりに再び九州地域に赴任することになる。外交官として同じ場所に、二度勤めるということ
は異例なことであり、おそらく九州との縁が、非常に深いからではないかと考える。  
 世界経済の中心に浮び上がっている東アジアにおける日本と韓国の役割が、たいへん重要であるため、今後
の両国関係を導いていく学生の皆さんに両国が目指すべきことについて語りたい。 
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講師紹介 

 東アジア地域は、北米、EUと共に世界3大経済圏を形成し、世界経済の発展をリードしている。
韓国と日本はやがてくる東アジア時代の主役として、両国関係の重要性はいくら強調してもし過ぎる
事はない。 韓国と日本は2,500年の長い交流の歴史を持つ、一衣帯水の切っても切れない関係であ
り、東アジアの政治的未来は、両国がいかなる方向に進むかにかかっているとも言える。  
 今回の講座が、両国の長い交流の歴史、両国関係の現況と未来展望を探ることで、学生の皆さんの
韓日関係に対する理解と関心を高め、交流を促進させるきっかけになることを望む。 
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講 師 

＊教職員・学生問わず、どなたでも聴講できます＊ 

【お問い合わせ先】 鹿児島大学国際事業課国際事業係 
                 TEL ： 099-285-7086  E-mail : kjigyo@kuas.kagoshima-u.ac.jp 


